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阿久根市制施行60周年記念式典

11

月
18

日
、
市
制
施
行
60

周
年
を

祝
う
記
念
式
典
が
、
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
関
係
者
や
表
彰
者
、
来
賓
な

ど
約
400

人
が
出
席
し
、
市
政
功
労
者

の
表
彰
や
記
念
講
演
を
通
し
て
新
た

な
阿
久
根
の
未
来
の
創
造
に
向
け
た

節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

記
念
式
典
第
一
部
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
は
、
鹿
児
島
毘
沙
門
太
鼓
響
流

に
よ
る
力
強
い
和
太
鼓
演
奏
が
行
わ

れ
、
式
典
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、
そ

の
後
に
行
わ
れ
た
市
制
施
行
60

周
年

記
念
市
政
功
労
者
表
彰
で
は
76

人
、

11

団
体
が
表
彰
。
平
成
24

年
市
民
表

彰
で
は
８
人
、８
団
体
が
表
彰
さ
れ
、

そ
の
功
績
を
讃
え
ま
し
た
。

第
二
部
の
記
念
講
演
で
は
、
本
市

出
身
で
、
京
都
府
視
覚
障
害
者
協
会

副
会
長
の
松
永
信
也
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、『
阿
久
根
　
あ
り
が
と
う
』

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
永
さ
ん
は
、「
も
し
、
５
分
間

新
た
な
未
来
へ

盛
大
に
記
念
式
典
開
催

阿久根市制施行60周年記念式典（市民会館大ホール）

各部門ごとに代表者が授与 市政功労者の表彰を受けられた皆さん

市民が主役の
将来に夢と希望を持てる
まちづくりをめざして
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鶴 川 内

児童クラブ

の 園 庭 に

は、大きな

イチョウの

木がありま

す。黄金色

のふかふか

したイチョ

ウの葉の絨
じゅう

毯
たん

で、子どもたちは楽

しそうに遊んでいました。

今月の題字

自然豊かで、食べ物がおいしい

阿久根が大好きです。これからも

そんな阿久根でいてほしいです。

将来は事務関係の仕事に就きた

いです。夢に向かって、今の自分

にできることを精一杯がんばりた

いです。

ひと言

義援金を受け付けています
阿久根市役所、社会福祉協議会

では平成25年３月31日まで義援金

を受け付けています。市民の皆さ

まのあたたかいご支援をお願いし

ます。

東日本大震災義援金
（平成24年11月30日現在）

１３,６５２,６０５円
※日本赤十字社を通じて、被災された
方々へ配分されます。

下し
も

　

薗ぞ
の

　
千ち

　

里さ
と

さ
ん

阿
久
根
中
３
年

今月の表紙

阿久根市制施行60周年記念式典

だ
け
目
が
見
え
る
よ
う
に
な
れ
る
と
し

た
ら
、
何
が
見
た
い
か
真
剣
に
考
え
て

み
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
家
族
の
顔
で
は

な
く
、
阿
久
根
の
夕
日
で
す
。
自
分
の

顔
が
ど
ん
な
だ
っ
た
の
か
思
い
出
せ
ま

せ
ん
が
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
阿
久

根
の
風
景
だ
け
は
、
今
で
も
は
っ
き
り

覚
え
て
い
ま
す
。

今
の
自
分
が
あ
る
の
は
自
然
豊
か
な

阿
久
根
で
生
ま
れ
、
心
豊
か
な
阿
久
根

の
人
た
ち
の
中
で
育
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
人
々
が
ふ
れ
あ
い
、
こ

こ
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち

み
ん
な
が
、
心
豊
か
な
人
生
を
送
れ
る

よ
う
な
ま
ち
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。阿
久
根
あ
り
が
と
う
」

と
話
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
惜
し
み
な
い

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

講演後に参加者
から花束を受け

取る松永信也氏
（左）

鹿児島毘沙門太鼓響流による和太鼓演奏
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阿久根市制施行60周年記念式典

各
部
門
の
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
敬
称
略

◎
地
方
自
治
部
門

・
市
制
施
行
60

周
年
記
念

市
政
功
労
者
表
彰

▽
齊
藤
洋
三
（
市
長
３
期
12
年
）
▽

川
畑
裕
（
助
役
・
副
市
長
２
期
８
年
）

▽
宇
都
秋
夫
（
収
入
役
２
期
８
年
）
▽

若
松
冨
春（
市
議
会
議
員
９
期
33
年
余
、

議
長
）
▽
平
田
修
二
（
市
議
会
議
員
６

期
21
年
余
、
議
長
）
▽
京
田
道
弘
（
市

議
会
議
員
４
期
15
年
余
、
議
長
、
農
業

委
員
）
▽
谷
口
繁
（
市
議
会
議
員
５
期

18
年
余
、
副
議
長
）
▽
西
田
孝
義
（
市

議
会
議
員
４
期
16
年
、
副
議
長
）
▽
鶴

薗
辰
男
（
市
議
会
議
員
４
期
14
年
余
、

副
議
長
）
▽
櫁
柑
幸
雄
（
市
議
会
議
員

５
期
17
年
余
）
▽
迫
庄
吉
（
市
議
会
議

員
４
期
16
年
）
▽
德
田
佳
文
（
市
議
会

議
員
４
期
16
年
）
▽
濵
﨑
重
雄
（
市
議

会
議
員
４
期
13
年
余
）
▽
筒
豊
志
（
農

業
委
員
15
年
余
、会
長
）
▽
髙
原
茂
（
区

長
26
年
）
▽
山
下
忠
（
区
長
24
年
、
区

長
連
絡
協
議
会
会
長
）▽
早
水
利
德（
区

長
18
年
余
）
▽
大
漉
一
志
（
区
長
18
年

余
）
▽
山
口
幸
成
（
区
長
18
年
）
▽
山

平
勝
（
区
長
17
年
余
）
▽
落
秀
喜
（
区

長
16
年
）
▽
牛
ノ
濱
一
男
（
消
防
団
員

34
年
余
、
中
央
分
団
分
団
長
）
▽
川
原

克
郎
（
消
防
団
員
32
年
、
中
央
分
団
副

分
団
長
）
▽
田
上
洋
（
消
防
団
員
32
年
、

中
央
分
団
副
分
団
長
）▽
坂
上
鉄
夫（
消

防
団
員
32
年
、
鶴
川
内
分
団
分
団
長
）

▽
中
原
成
人
（
消
防
団
員
32
年
、
田
代

分
団
分
団
長
）
▽
髙
原
熊
夫
（
消
防
団

員
30
年
、
鶴
川
内
分
団
分
団
長
）
▽
青

龍
秋
和
（
消
防
団
員
27
年
、
中
央
分
団

分
団
長
）
▽
遠
矢
隆
（
消
防
団
員
27
年
、

鶴
川
内
分
団
副
分
団
長
）
▽
井
坂
敬
一

（
消
防
団
員
26
年
余
、
黒
之
瀬
戸
分
団

副
分
団
長
）
▽
石
澤
勇
一
（
消
防
団
員

26
年
、
三
笠
分
団
分
団
長
）
▽
永
井
野

昭
則
（
消
防
団
員
25
年
余
、
尾
崎
分
団

分
団
長
）
▽
野
中
一
彦
（
消
防
団
員
25

年
、
弓
木
野
分
団
分
団
長
）

・
平
成
24

年
市
民
表
彰

▽
（
故
）
德
田
次
則
（
区
長
９
年
）

▽
猿
樂
哲
雄
（
区
長
６
年
）
▽
石
本
五

月
男
（
区
長
６
年
）
▽
馬
見
塚
区
（
市

税
等
の
納
税
優
良
団
体
）▽
長
谷
区（
市

税
等
の
納
税
優
良
団
体
）▽
米
次
区（
市

税
等
の
納
税
優
良
団
体
）
▽
田
代
下
区

（
市
税
等
の
納
税
優
良
団
体
）
▽
桐
野

下
区
（
市
税
等
の
納
税
優
良
団
体
）
▽

大
渕
川
区（
市
税
等
の
納
税
優
良
団
体
）

▽
小
漉
区（
市
税
等
の
納
税
優
良
団
体
）

◎
教
育
文
化
部
門

・
市
制
施
行
60

周
年
記
念

市
政
功
労
者
表
彰

▽
櫛
山
重
遠
（
教
育
長
２
期
８
年
）

▽
西
園
義
數
（
体
育
指
導
委
員
会
会
長

12
年
、
体
育
指
導
委
員
36
年
）
▽
林
干

城
（
学
校
医
22
年
）
▽
有
村
徹
（
学
校

医
22
年
）
▽
古
郷
米
次
郎
（
学
校
医
22

年
）
▽
松
元
寛
仁
（
学
校
医
22
年
）
▽

北
國
敏
（
学
校
医
22
年
）
▽
植
村
忠
一

（
学
校
医
22
年
）
▽
門
松
民
夫
（
学
校

医
20
年
）
▽
上
園
孝
（
学
校
医
20
年
）

▽
橋
口
賢
一
（
学
校
歯
科
医
21
年
）
▽

児
島
弘
文
（
学
校
薬
剤
師
20
年
）
▽
波

留
南
方
神
社
神
舞
保
存
会（
神
舞
復
活
）

▽
郷
土
史
編
さ
ん
委
員
会(

市
誌
双
書

編
集) 

◎
社
会
福
祉
部
門

・
市
制
施
行
60

周
年
記
念

市
政
功
労
者
表
彰

▽　

田
一
治
（
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
８
年
）
▽
花
田
房
義
（
民
生
委
員
・

児
童
委
員
９
期
25
年
余
）▽
落
秀
喜（
民

生
委
員
・
児
童
委
員
７
期
19
年
余
）
▽

山
下
忠
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
６
期

16
年
余
）
▽
山
口
勝
彦
（
保
護
司
26
年
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
）
▽
大
田
盛
幸

（
保
護
司
26
年
）
▽
川
畑
よ
し
子
（
保

護
司
18
年
余
、更
生
保
護
女
性
会
会
員
）

▽
長
尾
美
幸
（
保
護
司
18
年
、
更
生
保

護
女
性
会
会
員
23
年
、
食
生
活
改
善
推

進
員
20
年
）
▽
福
留
一
誠
（
保
護
司
15

年
余
）
▽
横
手
ヨ
シ
子
（
更
生
保
護
女

性
会
会
員
29
年
余
）
▽
濵
邊
一
俊
（
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
会
長
15
年
）
▽
辻
エ

イ
子
（
食
生
活
改
善
推
進
員
38
年
）
▽

清
水
キ
ミ
子
（
食
生
活
改
善
推
進
員
24

年
）
▽
松
元
の
り
子
（
食
生
活
改
善
推

進
員
24
年
）
▽
大
田
澄
子
（
食
生
活
改

善
推
進
員
23
年
）
▽
麓
和
子
（
食
生
活

市
制
施
行
60
周
年
記
念

市
政
功
労
者
表
彰

・
市
民
表
彰 表彰者を代表してあいさつをされる齊藤洋三氏



5 Akune

改
善
推
進
員
21
年
）▽
中
村
ミ
チ
ヱ（
食

生
活
改
善
推
進
員
20
年
）
▽
石
澤
正
子

（
食
生
活
改
善
推
進
員
20
年
）
▽
東
田

美
知
子
（
食
生
活
改
善
推
進
員
20
年
）

▽
野
菊
会
（
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
13

年
）
▽
な
か
よ
し
会
（
い
き
い
き
サ
ロ

ン
活
動
11
年
）

・
平
成
24

年
市
民
表
彰

▽
外
園
義
雄
（
車
椅
子
20
台
寄
付
）

◎
産
業
経
済
部
門

・
市
制
施
行
60

周
年
記
念

市
政
功
労
者
表
彰

▽
野
村
盡
（
黒
之
浜
漁
協
役
員
、
漁

協
運
営
委
員
会
会
長
）▽
中
野
善
一（
西

目
漁
協
長
）
▽
新
町
昇
（
阿
久
根
市
漁

協
役
員
、
漁
協
運
営
委
員
会
会
長
）
▽

松
永
照
惠（
北
さ
つ
ま
漁
協
婦
人
部
長
）

▽
濵
﨑
藏
海
（
中
型
ま
き
網
漁
業
）
▽

野
村
義
也
（
中
型
ま
き
網
漁
業
）
▽
野

中
重
満
（
間
伐
推
進
委
員
）
▽
宮
原
明

（
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
員
）
▽
早
水
泰
夫

（
脇
本
有
害
鳥
獣
捕
獲
協
会
会
長
）
▽

牧
尾
正
恒
（
阿
久
根
市
有
害
鳥
獣
捕
獲

協
会
会
長
）
▽
大
野
力
（
果
樹
品
種
「
紅

甘
夏
」
を
育
成
）
▽
大
野
孝
一
（
果
樹

品
種
「
大
将
季
」
を
育
成
、
果
樹
部
会

支
部
長
）
▽
瀬
之
浦
水
稲
農
作
業
受
託

組
合
（
各
種
農
作
業
の
受
託
）

・
平
成
24

年
市
民
表
彰

▽
双
津
久
夫
（
三
笠
地
域
村
お
こ
し

有
志
会
代
表
）
▽
安
田
暢
子
（
商
工
会

議
所
議
員
、
特
産
品
協
会
会
長
）
▽
大

石
長
久
（
商
工
会
議
所
議
員
、
大
丸
通

り
会
副
会
長
）
▽
山
本
勝
已
（
青
色
申

告
会
理
事
）

◎
一
般
篤
行
・
特
別
感
謝
部
門

・
市
制
施
行
60

周
年
記
念

市
政
功
労
者
表
彰

▽
水
道
事
業
協
力
会
（
水
道
施
設
等

災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
活
動
に
従

事
）
▽
阿
久
根
建
友
会
（
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
）
▽
花
を
咲
か
せ
隊
（
国

道
３
８
９
号
歩
道
へ
の
花
の
植
栽
や
清

掃
活
動
）
▽
関
東
地
区
阿
久
根
会
（
本

市
Ｐ
Ｒ
と
諸
分
野
で
貢
献
）
▽
東
海
地

区
阿
久
根
会
（
本
市
の
Ｐ
Ｒ
と
諸
分
野

で
貢
献
）
▽
近
畿
地
区
阿
久
根
会
（
本

市
の
Ｐ
Ｒ
と
諸
分
野
で
貢
献
）

・
平
成
24

年
市
民
表
彰

▽
日
本
経
済
大
学
硬
式
野
球
部
（
本

市
で
春
の
キ
ャ
ン
プ
を
連
続
20
回
実

施
）

受賞者の方々

阿久根市制施行60周年記念式典



6Akune

れ
ま
で
多
く
の
皆
さ
ま
に
親

し
ま
れ
て
き
た
阿
久
根
駅
舎

を
、
交
流
、
物
産
・
観
光
、
沿
線
情

報
発
信
の
拠
点
と
な
る
駅
と
し
て
、

改
修
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
阿
久
根
の
イ
メ
ー
ジ
に

ぴ
っ
た
り
合
っ
た
阿
久
根
ら
し
い
駅

舎
と
す
る
た
め
、
あ
な
た
の
イ
メ
ー

ジ
、
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
ご
意
見
や
ア
イ
デ
ア
は
、
取
り
ま

と
め
の
上
、
に
ぎ
わ
い
交
流
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
検
討
委
員
会
に
提
出

し
、
阿
久
根
駅
舎
の
整
備
方
針
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
募
集
内
容

あ
な
た
の
考
え
る
阿
久
根
駅
舎
の

イ
メ
ー
ジ
、
ア
イ
デ
ア

◇
表
現
方
法

あ
な
た
の
考
え
を
簡
潔
に
文
章
で

こ

平成16年に肥薩おれんじ鉄道が開

業した当時から駅員を務める寺地悟

さんは、「阿久根駅改修に伴い、こ

こを訪れてくれる方が、ゆったりと

くつろぎ、交流できる場所になれば」

と話してくださいました。

阿久根駅舎のイメージ、
アイデア募集中

あなたの考える
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あなたの考える阿久根駅舎イメージ、アイデア募集中

表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
サ
イ
ズ

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
に
「
縦
長
横

書
き
」

◇
募
集
期
間

平
成
25

年
１
月
11

日
㈮
ま
で

◇
応
募
方
法

市
役
所
玄
関
ホ
ー
ル
、三
笠
支
所
、

大
川
出
張
所
ま
た
は
阿
久
根
駅
構
内

に
設
置
し
て
あ
る
応
募
ボ
ッ
ク
ス
へ

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送

や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
応
募
さ
れ
て

も
構
い
ま
せ
ん
。

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
９
ー
１
６
９
６

阿
久
根
市
鶴
見
町
２
０
０
番
地

阿
久
根
市
役
所
　
企
画
調
整
課

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

℻
０
９
９
６
（
７
２
）
２
０
２
９

E-M
ail kikaku@

city.akune.
kagoshim

a.jp

阿久根市観光案内所の職員

あなたの思いを
伝えてください…



8Akune

みんなでおこす

文化の香るまちづくり
11月３日、４日の２日間にわたり、第66回市総合文化

祭が開催され約4,000人が来場しました。市民会館大ホー

ルで行われた演芸部門では、前日祭から当日祭まで40団

体が出演。大勢の観客は、日ごろの練習の成果を披露す

る出演者らに、惜しみない拍手や声援を送っていました。

また、市民会館２階会議室や働く女性の家、保健セン

ターで行われた展示部門では、園児や児童らのかわいら

しい作品のほか、生け花や絵画の展示、茶道の実演があ

るなど、多彩なものとなっており、来場者は思い思いに

鑑賞していました。

市総合文化祭 Arts Festival

Ｒｅ：Ｍｉｘ 展示部門 光礁大学踊り講座

阿久根泉茶会

中央学級コーラス講座 藤間流千朗会

あざみの会

市民ふれあい
フェスタ

Contact Of
The Heart

小さなお子さんから高齢者まで

ふれあい ・ つながり ・ ハッピーに
11月23日、市民会館で市民ふれあいフェスタが

開催されました。市立図書館主催の本に親しむ集

い、健康づくりフェア、ピカリン（二本松はじめ）

のつながりあそび・うたコンサート、子ども用品

リサイクル交換会など盛りだくさんの内容で、子

どもから大人まで多くの来場者が訪れて、楽しん

でいました。

ピカリンのつながりあそび・うたコンサート

阿光保育園 司会　柴さとみさん ウォーキング指導
大型人形劇「ないた
赤おに」トトロのへや
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ま
ち
の
話
題
　
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

まちの話題 ピックアップ

伸び伸びと音楽発表
小・中・高等学校合同音楽会

スピーチ内容と表現力を競う
少年少女英語暗唱・弁論大会

大川小・中学校のチャレンジショップ
マリーゴールドの花びら染め大人気

巧 みなスティックさばきでプレー
市制施行60周年記念グラウンドゴルフ大会

11月14日、市民会館大ホールで61回目となる市

内の小・中・高等学校合同音楽会が開催されまし

た。全校での参加や学年・学級、部活動で参加す

るなど、総勢419名の子どもたちが出演しました。

子どもたちは、観客席の保護者らを前に、日ご

ろ練習してきた合唱や合奏、バンド演奏などを伸

び伸びと披露していました。演目の最後は、会場

全体で「もみじ」を合唱。みんなを一つにする音

楽のすばらしさも味わうことができました。

11月20日、阿久根中学校で、市内各中学校の生
徒による少年少女英語暗唱・弁論大会が開催され、
日ごろの成果を競い合いました。24名が参加。成
績は次のとおりです。（敬称略）
◇１年生　最優秀賞　植松蓮子、㞍無遥香

（大 川 中）
◇２年生　最優秀賞　小牟田一翔（阿久根中）

優秀賞　　鎌田　敬子（三 笠 中）
◇３年生　最優秀賞　松元せろ里（阿久根中）

優秀賞　　山岡　祥子（阿久根中）

11月11日、大川小・中学校の子どもたちが、『え

きまえチャレンジショップ華』で自分たちが作っ

たサツマイモやもち米、マリーゴールドの花びら

染め（ハンカチ）などの販売体験を行いました。

特産品であるボンタン漬けやイワシの丸干しも並

び、用意していた品物が午前中で完売するほどの

好評ぶりでした。

11月10日、市陸上競技場で市制施行60周年記念
グラウンドゴルフ大会が行われました。参加され
た420名（84チーム）は、笑顔を見せながらはつ
らつとプレーしていました。
成績は次のとおりです。 （敬称略）

【団体の部】優　勝　段長寿会Ｃ
準優勝　佐潟Ａ
３　位　新町長寿会Ａ

【個人の部】優　勝　波留　征男
準優勝　栫　　弘昭
３　位　尾塚　俊一

日ごろ練習してきた成果を披露する児童

販売体験を行う大川小・中学校の児童生徒ら

身振り手振りを加えながら堂々と発表する生徒

グラウンドゴルフを楽しむ参加者
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まちの話題 みんなのアルバム

神 田将　電子オルガントリオコンサート

阿久根ロータリーカップ2012
Ｕ10ミニサッカーフェスティバル

11月26日、阿久根小学校で神田将さんらによる

電子オルガン、ピアノ、サキソフォンによるトリ
オコンサートが開催されました。㈶日本青少年文

化センター主催の青少年劇場公演。クラシックだ

けでなく、馴染みのある曲目もあり、子どもたち

は楽しそうに聴き入っていました。

11月３日、阿久根総合運動公園陸上競技場で、
ＡＦＣポルトス主催の阿久根ロータリーカップ
2012ミニサッカーフェスティバルが開催されまし
た。小学４年生以下（女子は５年生まで）の24チー
ムが参加し、熱戦が繰り広げられました。

心のこもった演奏に聴き入る阿久根小学校の児童ら

ゴールを狙い激しい攻防

気 合い十分　三笠旗争奪少年剣道大会
11月３日、市総合体育館で第23回三笠旗争奪少

年剣道大会が行われ、熊本県八代市から鹿児島市
までの小学校（低・高）47チーム、中学校（男・女）
38チームの85チームが参加。攻防一体の白熱した
試合が繰り広げられました。

デコポンの「大将季」出荷開始

11月26日、加温デコポンの「大将季」のはさみ入
れ式が、西田喜一さんのミカン園で行われ、西平市
長をはじめ三笠中学校の生徒らが大将季を丁寧に摘
み取りました。品質は上々で、来年５月ごろまで出
荷予定です。
「大将季」は、一般のデコポンより糖度が高く、紅
色が濃いのが特徴で、大野孝一さんの自園で栽培し
ていたデコポンの「枝変わり」を見つけられたのが
始まりと言われています。 デコポンを丁寧に摘み取る三笠中学校の生徒

三笠旗争奪少年剣道大会（市総合体育館）

10Akune
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ま
ち
の
話
題
　
み
ん
な
の
ア
ル
バ
ム

縁うさぎ　11年目も盛況

アテネ五輪女子バレーボール代表
大山加奈さんが鶴中生徒に実技指導

11月10日、11日に尾崎区の尾﨑政美さん宅で手

作り小物や陶器などを展示販売する「縁うさぎ」

が開催されました。尾崎地区のキルト部会が主催。

農水産物などの直売やおにぎり、豚汁、焼き芋な

ども振る舞われ、大勢のお客さんで賑いました。

11月13日、アテネ五輪女子バレーボールに全日
本代表として出場された大山加奈さんが、鶴川内
中学校で講演とバレーボールの実技指導を行いま
した。日本体育協会スポーツ選手活用体力向上事
業の一環。大山さんは、たくさんの人たちに支え
られて様々な困難を克服してきたことを話し、「感
謝の気持ちを忘れず、夢に向かって努力して」と
アドバイスしました。

手作り小物に見入る来場者

「バレーボールは、体の柔軟さが大事」と指導する
大山加奈さん

田園に響き渡る楽しい音楽の調べ
11月25日、鶴川内小学校で「第13回でんえ
んコンサート」が開催され、約150人の方々が
来場しました。同校のＰＴＡなどが委員を務
める実行委員会が主催。
子どもたちの元気な合唱・合奏や同校５年

生の担任の馬場美幸先生による独唱、三島村

から来られたアフロd
デ

e M
ミ シ マ

ishimaによる西アフ
リカの伝統打楽器ジャンベのリズミカルで楽
しい演奏や踊りで、会場全体が一体となりま
した。

楽しいジャンベの演奏と踊りで
会場は一体に

市民駅伝大会　45チーム、225人熱走
穏やかに晴れた11月25日、市総合運動公園内で

阿久根市民駅伝大会が開催され、小学生男女、一

般男女の総勢45チーム、225人の選手が健脚を競い

合いました。優勝したチームは次のとおりです。

（敬称略）

◇スターゼンミートプロセッサー㈱Ａ

◇阿久根中学校（女子）

◇阿久根陸上スポーツ少年団Ａ（男子・女子）

超早掘りたけのこの試食会

10月31日、栄屋旅館で超早掘りたけのこ（10月

～11月に収穫されたもの）で調理された11品の料

理の試食会が行われました。販売促進を目的に阿

久根市たけのこ生産組合が主催。超早掘りたけ

のこは、一番大きいサイズでも150ｇと小ぶりで、

アクがないのが特徴です。同組合では10月25日か

ら出荷を始めており、東京市場では高値で取引さ

れています。

今回で61回目を迎えた阿久根市民駅伝大会

工夫をこらして調理された、たけのこ料理

みんなの
アルバム
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鶴翔
高校へ
行こう③

「お仕事」 体験型の
進路ガイダンス

11月15日、１･２年生とその保護者を対象に、

ＩＴから調理、スポーツ、土木、食品製造、福

祉、公務員など20の講座を用意し、その講師に

各大学や専門学校、企業、農業関係の方々を招

いた「お仕事」体験型の進路別ガイダンスを行

いました。

鶴翔高校は「生徒の希望」次第で、大学や専

門学校への進学から企業への就職、就農など、

さまざまな進路を選択することができます。

学校の教室を貸し切り、大掛かりで細かな進

路ガイダンスが行えるのは、鶴翔高校ならでは

のことです。

実際に生徒と一緒にガイダンスに参加された

保護者からは、

「１・２年合わせて将来の４つの進路について、
子どもと一緒になって考えることができた」

と、大好評でした。

今や進学も就職も厳しい時代。早い段階から

自分の進む先を見据えて目標を持ち、限られた

高校生活を将来に生かせるように、大事に過ご

すことが大切です。そのきっかけを、鶴翔高校

は可能な限り多く用意したいと考えています。

美容師のロッド巻きやリ

ハビリ方法、接客の仕方、

保育士の業務などについて

学びました。

講座は自動車・航空、ＩＴ・

情報処理、調理・製菓、スポー

ツ・健康、看護・リハビリ、幼

児教育・保育、農業、公務員

などで、生徒は第２希望まで

の二つを受講しました。

12Akune

鶴翔高校へ行こう

専門学校スタッフから、髪の束ね方の
指導を受ける

運動選手に施すマッサージや
テーピング方法についての実習を行う
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阿久根市政ニュース
市の取組などについてお知らせします。

北薩横断道路の早期全線完成を
11月６日、さつま町宮之城文化セン

ターで、鹿児島空港と北薩地域を結ぶ地

域高規格道路「北薩横断道路」の整備促

進地方大会が開催されました。沿線４市

２町の住民ら約700人が参加。

地元選出の国会議員や県議会議員らも

出席し、早期全線完成や財源確保を求め

る大会決議が採択されました。

鉢巻を締め、北薩横断道路早期整備を訴える参加者

オール九州の
食を集めた展示商談会

11月21日、22日に九州の農・海産物や

加工品を一堂に集めた大規模な商談会

「第１回九州食の展示商談会」がグラン

メッセ熊本で開催され、約3,000人が来
場し、大盛況となりました。九州・沖縄

から286団体が出展。

阿久根市は、ボンタン漬けやタケノコ

の加工品などを百貨店や量販店、卸売業

者などに積極的にＰＲしました。

展示商談会でトップセールスを行う西平市長

地域で要援護者や高齢者を支え
合うマップづくりセミナー開催

11月19日、要援護者や高齢者などを地
域で支え合うための「支え合いマップづ
くり」のセミナーが市民会館で行われま
した。県社会福祉協議会が主催。モデル
地区となった浜区と下村区の区長や民生
委員、在宅福祉アドバイザーら25名が参
加し、地域で支え合うためのマップの作
り方について理解を深めました。
本事業は、市が初めて行うもので、今

後は、両地区のマップを来年３月までに
作成し、それをもとに平成25年度以降は、
市内全域に拡げていく予定です。

市民会館で行われた地域における見守り・支え合い推進
セミナー

阿
久
根
市
政
ニ
ュ
ー
ス
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嘱託員・臨時職員
警備員等（１年間契約）

平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
保
育

所
へ
継
続
・
新
規
入
所
を
希
望
さ
れ

る
保
護
者
に
対
し
、
入
所
受
付
を
開

始
し
ま
す
。

◇
受
付
期
間
及
び
時
間

平
成
25
年
１
月
10
日
㈭
か
ら

平
成
25
年
１
月
31
日
㈭
ま
で

※
土
・
日
・
祝
祭
日
は
除
く
。

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

◇
申
込
書
の
提
出
場
所

生
き
が
い
対
策
課
　
児
童
対
策
係

　（
市
役
所
１
階
　
５
番
窓
口
）

◇
申
込
方
法

【
継
続
入
所
】

現
在
、
入
所
し
て
い
る
保
育
所

（
平
成
24

年
12

月
現
在
）
を
通
じ
て

申
請
書
を
配
布
し
ま
す
。
必
要
事
項

を
記
載
の
上
、
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
新
規
入
所
】

生
き
が
い
対
策
課
児
童
対
策
係
、

大
川
出
張
所
、
三
笠
支
所
に
申
請
書

一
式
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
載
の
上
、
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

◇
入
所
資
格

父
・
母
と
も
に
働
い
て
い
る
等

の
理
由
に
よ
り
、
家
庭
内
で
十
分

な
保
育
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ

る
乳
幼
児
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

① 

父
・
母
と
も
に
働
い
て
い
る
場

合
（
内
職
も
含
む
）

…
就
労
証
明
書
（
父
、
母
分
）

②
　
母
親
が
妊
娠
中
、
も
し
く
は
出

産
後
で
間
が
な
い
場
合

…
母
子
手
帳
の
写
し

③
　
父
、
ま
た
は
母
親
が
心
身
に
障

が
い
が
あ
っ
て
働
け
な
い
、
も

し
く
は
児
童
を
保
育
で
き
な
い

場
合

…
医
師
の
診
断
書

④
　
父
、
ま
た
は
母
親
が
ほ
か
の
世

帯
員
を
常
時
監
護
、
介
護
し
て

い
る
場
合

…
医
師
の
診
断
書

◇
入
所
な
ど
の
決
定
に
つ
い
て

入
所
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
い
て
か
ら
、
申
請
書
の
審
査
等

を
行
い
、入
所
決
定
い
た
し
ま
す
。

た
だ
し
、
入
所
条
件
に
合
致
し

な
い
場
合
は
入
所
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
申
込
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課
　
児
童
対
策
係

（
市
役
所
１
階
　
５
番
窓
口
）

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
１
１
・
１
４
１
２
）

【市内保育園（所）一覧】

保育所名 所在地 電話番号 定員 開　所　時　間

阿 久 根
め ぐ み 保 育 園波留5465-1 0996-72-0431 20

通常　午前７時～午後６時
延長　午後６時～午後７時

阿 光 保 育 園鶴見町162 0996-73-1775 120
通常　午前７時～午後６時
延長　午後６時～午後７時

お り た 保 育 園折口1633-3 0996-75-0170 50
通常　午前７時～午後６時
延長　午後６時～午後７時

文 旦 保 育 園脇本637 0996-75-3310 90
通常　午前７時30分～午後６時30分
延長　午後６時30分～午後７時

みどりが丘保育園赤瀬川887-1 0996-73-3280 60
通常　午前７時～午後６時
延長　午後６時～午後７時

蓮 華 保 育 園波留458 0996-72-0043 90
通常　午前７時～午後６時
延長　午後６時～午後７時

み な み 保 育 園西目2086 0996-72-0473 70
通常　午前７時30分～午後６時30分
延長　午後６時30分～午後７時

※定員は平成24年12月１日現在です。なお、定員は変更となる場合もありますので、
あらかじめご了承ください。
※阿久根めぐみ保育園については、認定こども園となりますので、直接、阿久根め
ぐみ保育園に書類を提出してください。

平
成
25
年
度

保
育
所（
継
続
・
新
規
）入
所
申
込
み
の
ご
案
内
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嘱託員・臨時職員
警備員等（１年間契約）
阿久根市では、次のとおり嘱託員、臨時職員及び警備員、管理員を募集します。

【嘱託員・臨時職員】　阿久根市役所　☎０９９６－７３－１２１１
番号 募　集　職　種　名 担　当　課 電話番号 番号 募　集　職　種　名 担　当　課 電話番号

１ キーパンチャー・電話交換手

総 務 課

内線1216 26 農林業振興センター作業員
農 政 課 内線1133

２ 事 務 補 助 員 内線1216 27 農村環境改善センター管理員

３ 交 通 安 全 専 門 指 導 員
郵 便 物 使 送 員 内線1212 28 上 水 道 事 務 嘱 託 員 水 道 課 内線1513

４ 働 く 女 性 の 家 指 導 員 企 画 調 整 課 内線1231 29 消 費 生 活 相 談 員 商 工 観 光 課 内線1111

５ 市 税 等 収 納 嘱 託 員
税 務 課 内線1441

30 栽 培 漁 業 セ ン タ ー 作 業 員 水 産 林 務 課 内線1114

６ 税 務 窓 口 事 務 等 嘱 託 員 31 用 地 事 務 等 嘱 託 員

都 市 建 設 課

内線1124７ 市 民 窓 口 事 務 等 嘱 託 員
市 民 環 境 課

内線1421 32 建 築 技 能（ 大 工 ） 嘱 託 員

８ 不法投棄等監視・指導嘱託員 内線1425 33 市営住宅管理事務等嘱託員

９ 保 育 士 嘱 託 員

生きがい対策課

内線1411

34 道 路 作 業 指 導 等 嘱 託 員
内線1128

10 保 育 園 看 護 師 嘱 託 員 35 道 路 維 持 作 業 補 助 員

11 保 育 園 給 食 嘱 託 員 36 建 築 技 能（ 大 工 ） 嘱 託 員

教 育 総 務 課 内線131112 老 人 専 門 指 導 員
内線1414

37 学 校 図 書 館 嘱 託 員

13 要 援 護 訪 問 相 談 嘱 託 員 38 学 校 用 務 員

14 栄 養 士 嘱 託 員

健 康 増 進 課

内線1457

39 学 校 教 育 支 援 教 員
学 校 教 育 課 内線1314

15 歯 科 衛 生 士 嘱 託 員 40 特 別 支 援 教 育 支 援 員

16 訪問指導嘱託員（保健予防） 41 社 会 教 育 指 導 員 生 涯 学 習 課 内線1315
※

17 訪 問 指 導 嘱 託 員（ 国 保 ）
内線1453

42 三笠支所窓口事務等嘱託員 三笠支所　７５－０００２

18 レ セ プ ト 点 検 事 務 嘱 託 員 43 大川出張所窓口事務等嘱託員
大川出張所

７４－０００１
19
介 護 保 険 専 門 指 導 嘱 託 員
（ 認 定 訪 問 調 査 員 ）

内線1455

44 大 川 診 療 所 看 護 師 嘱 託 員

20
介 護 保 険 専 門 指 導 嘱 託 員
（ 給 付 点 検 及 び 分 析 事 務 ） 45 大川診療所医療事務嘱託員

21 専門指導嘱託員（正看護師）

地 域 包 括
支援センター 内線1452

22 専 門 指 導 嘱 託 員（ 保 健 師 ）

23 専門指導嘱託員（介護支援専門員）

24
専 門 指 導 嘱 託 員
（社会福祉士・主任介護支援専門員）

25 訪問指導嘱託員（正看護師）

【警備員・管理員】　阿久根市役所　☎０９９６－７３－１２１１
番号 募　集　職　種　名 担　当　課 電話番号 番号 募　集　職　種　名 担　当　課 電話番号
46 市 役 所 庁 舎 警 備 員 総 務 課 内線1216 51 青 年 の 家 管 理 員 生 涯 学 習 課 内線1315

※

47 働 く 女 性 の 家 警 備 員 企 画 調 整 課 内線1231 52 西 目 地 区 集 会 施 設 管 理 員
農 政 課 内線113348 市 民 会 館 警 備 員

生 涯 学 習 課 内線1315
※

53 鶴川内地区集会施設管理員
49 脇 本 地 区 公 民 館 警 備 員 54 農村環境改善センター警備員
50 大 川 地 区 公 民 館 管 理 員

※生涯学習課は、内線１３１５のほか、直通☎０９９６-７２-１０５１があります。
※募集要綱及び申請書は、市役所市民相談室、各課窓口、三笠支所及び大川出張所に用意しています。
１　期　　間　平成25年４月１日から平成26年３月31日まで
２　資　　格　応募資格等については、募集要綱をご覧ください。
３　応募手続　⑴　提出書類　履歴書１通、担当課等で備え付けの申請書１通

⑵　受付期間　平成24年12月10日㈪～平成25年１月11日㈮
（ただし、土曜日、日曜日及び休日を除く。）

⑶　受付時間　午前８時30分～午後５時15分　☎０９９６－７３－１２１１
４　提 出 先　各担当課で受け付けます。詳細につきましては、担当課までお尋ねください。
５　選考方法　原則として、面接及び作文により行います。ただし、応募の状況によっては、

別の方法による場合があります。選考日は、申請時に担当課がお伝えします。

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

募集
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潟土地区画整理事業地区内定住促進補助金制度・
未処分市有地(旧保留地)公売のお知らせ

現在、潟土地区画整理事業地区内の未処分市有地価格を
改定して公売を行っています。また、平成25年１月１日
から同地区内定住促進補助金制度が施行されます。詳細に
つきましては、市ホームページをご覧になるか、お問い合
わせください。
１　公売画地数　43画地
２　申込期間

平成25年１月４日㈮～１月18日㈮
午前８時30分～午後５時15分（土・日祭日を除く）

３　申込方法　直接窓口でのお申込み、または郵送（当日消印有効）。
なお、希望者が重複する場合は「抽選」となります。

４　抽選日（場所：阿久根市役所２階　大会議室東側）
平成25年１月25日㈮　午後１時30分～

５　定住促進補助金制度実施期間
平成25年１月１日㈫～平成27年３月31日㈫

６　補助金額
補助金の額は、土地購入費の10％に相当する額または100万円
のいずれか少ない額とします。

市役所からの

お知らせ

申込み・問い合わせ先：都市建設課　都市計画係　☎０９９６－７３－１２１１（内線１１２３）

潟土地区画整理事業地区

移動ねんきん相談所の開設（事前に予約が必要です）

国民年金、厚生年金、船員保険等の年金制度全般に関する

ことへの『移動ねんきん相談所』が開設されます。相談には、

川内年金事務所の職員などが応じます。ご利用される方は、

事前に予約が必要ですのでご注意ください。

なお、予約の際は、「相談内容」「氏名」「基礎年金

番号」「連絡先（電話番号）」などをお知らせください。

◇日　時　平成25年１月24日㈭

午前９時40分～午後３時40分

※予約時間の10分前までに待合室にお入りください。

◇場　所　市民会館　第10会議室（１階）

◇持参していただくもの

①印かん

②年金手帳、年金証書、ねんきん特別便、ねんきん定期便等

③本人確認ができる資料（運転免許証、健康保険証等）

※代理人の場合は、委任状が必要となります。

予約受付先：市民環境課　国民年金係　☎０９９６（７３）１２１１（内線１４２３）

予
約
受
付
期
間

１
月
４
日
㈮
か
ら

１
月
15
日
㈫
ま
で

※
締
切
厳
守
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１月17日から市県民税　　　　　　 の申告受付が始まります

平
成
25

年
１
月
１
日
現
在
で
阿
久
根
市
に

住
所
の
あ
る
人
は
、
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

（
専
従
者
含
む
。）

②
給
与
収
入
の
み
で
社
会
保
険
に
加
入
し
、

勤
務
先
で
年
末
調
整
が
さ
れ
、
源
泉
徴
収

票
を
交
付
さ
れ
た
人
（
勤
務
先
か
ら
市
に

報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
す
。）

③
公
的
年
金
の
み
で
一
部
の
人

（
今
月
、
市
か
ら
桃
色
の
「
市
県
民
税
の

申
告
の
お
知
ら
せ
」
が
届
い
た
人
で
公
的

年
金
の
み
の
人
）

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
保
険
税（
料
）

の
軽
減
判
定
に
必
要
な
た
め
、
所
得
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
申
告
が
必
要
で
す
。

公
的
年
金
収
入
の
人
で
右
記
の
③
以
外
の

人
は
、
所
得
税
・
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
金
支
払
機
関
か

ら
送
付
さ
れ
た
「
公
的
年
金
源
泉
徴
収
票
」

を
持
参
し
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
は
、
収
入
、
経
費
、
控
除
等
が
わ

か
る
資
料
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
付
当
日
に
都
合
の
悪
い
方
は
３

月
１
日
か
ら
３
月
15

日
（
土
・
日
を
除
く
。）

ま
で
、
市
役
所
税
務
課
で
申
告
を
受
け
付
け

ま
す
。

※
申
告
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

税
務
課
　
課
税
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
４
３
・
１
４
４
４
）

⎧
┃
┃
⎩

⎫
┃
┃
⎭

国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

平成25年度　市県民税　　　　　　　 申告受付日程表
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

⎧
┃
┃
⎩

⎫
┃
┃
⎭

月 日 区　 名 時　 間

１月

17日㈭

尻
無
上

小 麦 9：00～10：00

表川内 10：30～11：30
尻無
中 鈴木段 9：00～11：00

尻 無 下 13：30～15：00
尻無
中 南 畑 15：30～16：30

１月

18日㈮

仲 仁 田

9：30～11：30
中 屋 敷

的 場

川畑･川畑中

牛 之 浜 13：30～16：30

１月

21日㈪

大 川 島

9：00～11：30
馬 見 塚

枦

落

高 之 口 13：15～15：15

飛 松 15：30～16：30

１月

22日㈫

佐 潟 9：00～11：00

陳 之 尾 13：30～14：30

大 下 15：00～16：00

萇 野 13：30～14：30

弓 木 野 15：00～16：30

１月

23日㈬

尾 崎 9：00～11：00

山下馬場
13：30～16：30

遠 矢

月 日 区　 名 時　 間

１月

24日㈭

牟 田 9：00～11：00

木佐木野 13：30～14：30

丸 内 9：30～11：00

羽 田 13：30～14：30

上桑・長谷
15：00～16：00

下 桑

１月

25日㈮

米 次 9：30～10：00

田 代 中 10：30～11：30

尾 原 9：30～10：00

田 代 下 10：30～11：30

横手・宮原
13：30～16：00

栫

１月

28日㈪

筒 田 9：30～11：30

内 田 13：30～15：00

大 林 15：30～16：30

１月

29日㈫

桐 野 下 9：30～11：30

脇 本 浜
13：30～16：00

脇本馬場

１月

30日㈬

永 田 上 9：30～11：00

永 田 下
13：30～16：00

折 口 東

１月

31日㈭

黒 之 上 9：00～10：30

松 ヶ 根 11：00～11：30

小 漉 13：30～14：30

深 田 9：30～11：30

八 郷 13：30～15：00

月 日 区　 名 時　 間

２月

１日㈮

黒 之 浜
9：00～11：30

大 谷

槝之浦東
13：30～15：30

槝之浦西

２月

４日㈪

瀬之浦上 9：30～11：30

瀬之浦下 13：30～15：30

２月

５日㈫

古 里 9：00～11：30

町
13：30～16：00

浜

大 漉 13：30～15：00

２月

６日㈬

下 村
9：30～12：00

上 原

桐 野 上 13：30～15：00

大 渕 川 15：30～16：00

２月

12日㈫

倉 津 9：30～11：00

大 丸
13：30～15：30

遠見ヶ岡

２月

13日㈬

大 尾 9：30～11：30

中 村

13：30～16：30
牧 内

東 牧 内

浦

２月

14日㈭

上 野 9：30～11：00

波 留 13：30～16：00

２月

15日㈮

潟 9：30～11：30

新 町 13：30～15：00

２月

18日㈪

段 9：30～11：30

寺 山 13：30～14：30

高 松 15：00～16：30

※申告会場については、個別にお届けします「市県民税の申告のお知
らせ」や区の放送等で確認してください。正当な理由がなく申告を
しないと、過料が科される場合があります。

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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１　健全化判断比率と資金不足比率
～国が定める早期健全化基準は、すべてクリア～

財政健全化法に基づく、平成23年度の健全化判断比率及び資金不足比率についての本市の状

況は、次の表のとおりとなりました。このうち、実質赤字比率及び連結実質赤字比率については、

実質赤字額がないことから「－」で表示しています。平成23年度も赤字のない健全な状態です。

実質公債費比率については市債（借入金）の借入れの抑制、繰上償還（借入金の返済）等によ

り、前年度に比べ0.8ポイント減少し、将来負担比率については、市債（借入金）現在高等が減
少したことと併せ、充当可能基金（借入金の返済等に使える貯金）の増加により、前年度に比

べ16.8ポイント減少しました。
本市は、いずれも国が定める早期健全化基準を超える数値はなく、県内19市の中では、実質

公債費比率は６位、将来負担比率は２位となり、これまでの行財政改革の推進により財政の健

全化が向上していることがわかります。

◇平成23年度健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

指　標　項　目 平成23年度 平成22年度 増　減 早期健全化基準

実質赤字比率
一般会計等の赤字の程度で、財政運営の深刻度を

示す指標です。

－ － － 14.20

連結実質赤字比率
阿久根市の全会計を対象とした実質赤字額の程度

で、市全体の財政運営の深刻度を示す指標です。

－ － － 19.20

実質公債費比率
一般会計等が負担する公債費（借入金の返済）等

の財政負担の割合を示す指標です。

11.5 12.3 ▲0.8 25.0

将来負担比率
一般会計等が将来負担すべき実質的な負債額の割

合を示す指標です。

23.7 40.5 ▲16.8 350.0

◇平成23年度資金不足比率　 　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

会　　計　　名 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計
資金不足額がないため資金不足比率は算定されな

いことから「－」で表示しています。

－ 20.00

簡易水道特別会計
資金不足額がないため資金不足比率は算定されな

いことから「－」で表示しています。

－ 20.00

水道事業会計及び簡易水道特別会計の経営の健全性を判断する指標です。

資金不足比率については、資金不足額がないことから算定されず、健全な経営が行われてい

ることがわかります。

【特集】平成23年度決算報告
−市の財政状況についてお知らせします−

本市の平成23年度（平成23年４月１日～平成24年３月31日）の決算は、一般会計及び特別
会計を合わせて歳入185億2,056万円、歳出178億6,695万円であり、差し引き６億5,361万円の
黒字決算でした。また、事業などの繰越しにより翌年度に繰り出すべき財源である579万円
を差し引いた実質収支額も、６億4,782万円の黒字となり、過去10年を見ても黒字の状態が
続いています。

※問い合わせ先　　財政課　財政係　☎７３－１２１１（内線１２２１・１２２４）
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《歳　　　　出》支出。年度内に行う事業などに要する費用のこと。
《民 生 費》高齢者や児童、身障者福祉などの社会福祉に使ったお金のこと。
《総 務 費》職員、嘱託職員等の給与や住民窓口、選挙費用、庁舎等の管理費など一般的

な事務に使ったお金のこと。
《公 債 費》道路や施設整備などの大規模な事業のために借り入れたお金の返済金のこと。
《土 木 費》道路や河川、公営住宅の整備などに使ったお金のこと。
《農林水産業費》農林水産業の振興、農林道や漁港整備などに使ったお金のこと。
《教 育 費》学校の施設整備や運営、社会教育などに使ったお金のこと。
《衛 生 費》皆さまの健康づくりやゴミ処理などに使ったお金のこと。
《消 防 費》消防防災施設の整備や消防業務などに使ったお金のこと。
《商 工 費》商工業や観光振興などに使ったお金のこと。

歳出についての財政用語解説

３　一般会計歳出（支出）　111億8,161万円
～前年度に比べ　５億2,905万円の減～

歳出については、民生費が少子高齢化、

子ども手当などにより４億6,166万円の
増、災害復旧費が１億8,492万円の増と
なっています。

また、総務費が市有施設整備基金等の

基金積立金の減額等により７億7,109万
円の減、教育費が学校の耐震補強、大規

模改修事業等の終了により６億3,693万
円の減となっています。

《歳　　　　　入》年度内におけるすべての収入のことであり、この収入をもって１年間に支
出する事業などの費用をまかないます。

《市　　　　　税》皆さまが市に納めた住民税や固定資産税などの税金のこと。
《繰　　入　　金》特別会計から入ったお金や基金（貯金）から取り崩して歳入に充てたもの。
《地 方 交 付 税》国が徴収した所得税、法人税、酒税などの中から市の財政的な需要に応じ

て国から交付されるお金のこと。
《市　　　　　債》市が公共事業などの大きな事業を行うために国や金融機関などから借り入

れたお金（借入金）のこと。
《国庫・県支出金》使い道が限定されたお金で、国または県から補助、交付されるもの。

歳入についての財政用語解説

２　一般会計歳入（収入）　116億4,394万円
～前年度に比べ　４億8,853万円の減～

歳入については、一部を除き減収して

います。国庫支出金が５億3,934万円の
減、市債（借入金）が１億7,290万円の
減となっています。

また、阿久根市の主要財源である地方

交付税は、平成12年度の約54億円をピー

クに三位一体の改革などにより10億円以

上減ってきましたが、近年増加傾向にあ

り、平成23年度は前年度に比べ、6,789
万円の増となっています。

市税
19億3,049万円
（16.58％）

地方交付税
45億8,166万円
（39.35％）

国庫支出金
13億9,408万円
（11.97％）

県支出金
10億1,010万円
（8.67％）

市債
9億3,010万円
（7.99％）

その他交付金（3.54％）
4億1,165万円

その他
6億4,481万円
（5.54％）

繰入金
4億5,515万円
（3.91％）
諸収入

2億2,506万円
（1.93％）
財産収入
6,084万円
（0.52％）

依
存
財
源
（

71.52％）

自主財源

（
28.4

8％
）

歳入合計

116億
4,394万円

民生費
40億5,792万円
（36.29％）

総務費
19億4,116万円
（17.36％）

公債費
13億8,766万円
（12.41％）

土木費
6億9,245万円
（6.19％）

農林水産業費
5億8,502万円
（5.23％）

教育費
9億7,333万円
（8.71％）

衛生費
5億8,698万円
（5.25％）

消防費（3.50％）
3億9,179万円

商工費（1.67％）
1億8,607万円

その他（3.39％）
3億7,923万円

歳出合計

111億
8,161万円

【特集】平成23年度決算報告
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４　特別・企業会計
～引き続き健全な運営状況～

会計別 会　計　名 歳　入 歳　出 差引額

特別会計

国 民 健 康 保 険 37億7,511万円 36億7,480万円 1億31万円

簡 易 水 道 4億1,192万円 3億5,535万円 5,657万円

交 通 災 害 共 済 529万円 339万円 190万円

介 護 保 険 24億1,341万円 23億8,132万円 3,209万円

後期高齢者医療 2億7,089万円 2億7,048万円 41万円

会計別 会　計　名 収　入 支　出

企業会計
水道事業（収益的） 3億7,970万円 2億9,638万円

水道事業（資本的） 0万円 1億4,321万円

６　市債（借入金）について
～市債残高は５年間で約17億6,700万円減り、
　　　　　　平成23年度末　102億6,200万円～

市債残高については、過去10年を見ても年々
減少してきています。平成19年度末は120億
2,900万円でしたが、繰上償還（返済）や市債
借入額を抑制することで、平成23年度末現在で
102億6,200万円となっています。また、市債借
入額については、平成22年度以降学校の耐震補
強、大規模改修事業等に充てたため増額となっ
ています。

国保や介護、水道事業など
特定の事業を運営するために
一般会計と区別した特別会計
と企業会計があります。企業
会計においても18ページの資
金不足比率の表にあるとお
り、継続して健全な経営状態
にあるといえます。

【特集】平成23年度決算報告

５　基金（貯金）について
～基金残高は５年間で約17億3,000万円増え、平成23年度末　44億100万円～

基金（貯金）残高については、年々増加
しています。23年度についても増加してい
ますが、これは国の経済危機対策交付金に
よる事業執行など、様々な理由により一般
財源の支出が少なくて済み、余ったお金を
基金へ多く積み立てることができたからで
す。また、減債基金の増加は、平成21年度
から事業開始した学校施設の耐震補強工事
などの公債費（返済金）が後に生じるため、
今後、市の財政に負担をかけないよう事前に積み立てておこうとするものです。

《財政調整基金》年度間の財政の健全な運営をするために設置している貯金で、具体的には
財源不足時の穴埋めや災害などで緊急に必要となったときに役立てるもの
になります。

《減　債　基　金》市債の返済を計画的に行うための貯金です。具体的には、市債の返済が増
加等の原因で他の経費を圧迫するとき、財源として充てることになります。

《その他特目基金》各種事業などの特定目的のために資金を積み立てるための貯金で、市有施
設整備基金や読書推進基金などがあります。

基金についての財政用語解説
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健
康
コ
ー
ナ
ー 『８1２０』 表彰

先月号で、７０２０・８０２０表彰を掲載いたしましたが、
今月号では８１２０表彰をいたします。
８～９月に協力歯科医院で実施しました81歳以上の方（希望
者のみ）を対象にした歯周疾患検診の結果、健康な歯が20本以
上あった方が４名いらっしゃいました。

おめでとうございます	 （敬称略）

丸尾　照子　83歳（波　留）　下村ユキヱ　81歳（上　野）
中村ミチヱ　82歳（尾　崎）　　濱　修　　81歳（脇本浜）

インフルエンザを予防しようY
インフルエンザは、いったん流行が始まると、短期間に多くの人へ

感染が広がります。例年12月～３月頃に流行します。

一人ひとりの「かからない」「うつさない」という気持ちと心がけで、

予防に努めましょう。

〈日常から行える感染症予防対策〉

感染症の予防には、うがい、手洗いが一番です。

◆手洗い　石けんでこまめに手洗いを行いましょう。
手についたウイルスを洗い流します。

◆うがい　日常的にうがいを行いましょう。
喉についたウイルスを洗い流す効果があります。

◆マスクの着用　飛沫（ひまつ）感染を防ぐと共に、鼻や
喉を乾燥から守ります。咳が出る時は、
マスクを着用して咳エチケットを忘れずにY

問い合わせ先：健康増進課　保健予防係

☎０９９６－７３－１２１１

（内線１４５７・１４５８・１４６１）

◇講　師　阿久根市民病院
副院長　今村　博　先生

◇日　時　平成25年１月26日㈯
午後２時～午後３時

◇会　場　阿久根市保健センター

がんをよく知り、
がんと向き合う

第２回テーマは「がんの話」です。

今や誰もががんになる時代。この機

会に、身近ながんについて学んでみま

せんか。

第２回市民健康講座 「がんの話」

阿久根市民病院　副院長　今村　博　先生
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肺がんによる死亡は、鹿児島県の

がんによる死因の第１位です

無症状のうちに検診し、

早期に治療すれば、

約８割が治るようになりました

鹿児島県が検診費の一部を助成

低線量ＣＴ肺がん検診が、

3,150円で受診できます
肺がんの早期発見に有効とされている、低線量ＣＴによる

肺がん検診を、多くの方に受診していただけるよう、検診費

の一部を助成します。

◇実施期間　平成25年３月末まで

◇検診費用　自己負担額　３,１５０円
※通常の検診費用の３割以下の額です。

◇対 象 者　50歳以上（受診日時点）の鹿児島県民の方

※ただし、市のがん検診などで「要精密検査」

となった方は除きます。

◇受診するには

県と契約した医療機関であれば、どこでも受診できます。

直接、受診を希望される医療機関に電話等で予約・お問い

合わせください。

医　療　機　関　名 住　　　　　　　所 電 話 番 号

出水郡医師会立阿久根市民病院 阿久根市赤瀬川４５１３番地 ０９９６－７３－１３３１

内 山 病 院 阿久根市高松町２２番地 ０９９６－７３－１５５１

出 水 総 合 医 療 セ ン タ ー 出水市明神町５２０番地 ０９９６－６７－１６１１

吉 井 中 央 病 院 出水市平和町３３６番地 ０９９６－６２－３１１１

長島町国民健康保険鷹巣診療所 出水郡長島町鷹巣１８１４番地 ０９９６－８６－００５４

済 生 会 川 内 病 院 薩摩川内市原田町２－４６ ０９９６－２３－５２２１

川 内 市 医 師 会 立 市 民 病 院 薩摩川内市永利町４１０７番地７ ０９９６－２２－１１１１

上 村 病 院 薩摩川内市東開聞町９－２２ ０９９６－２３－３１８５

※問い合わせ先

県庁健康増進課　がん対策・歯科保健係　☎０９９－２８６－２７２１

健康増進課　保健予防係　☎０９９６－７３－１２１１（内線１４６１）

電
話
で
予
約
を
す
る
際
は
、

『
鹿
児
島
県
助
成
の

肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
で
す
』

と
伝
え
て
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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阿久根市では、

７５歳以上でも

人間ドックが安くで

診てもらゆってよ
市では、平成24年度から新たに75歳以上の後期高齢者医療保険加入者を対象に

1日人間ドックの助成事業を行っています。通常の検診費用より低負担で、しか

も日帰りで済むため、気軽に検診が受けられます。

◇対象者　阿久根市内に住所を有し、後期高齢者医療保険に加入している方で、

①平成23年度分までの後期高齢者医療保険料及び国民健康保険税を完

納した世帯に属している方

②申請日において、被保険者である期間が６か月以上である方

※年度途中で後期高齢者医療保険に加入された方は、加入前の被保険

者期間を含めて６か月以上の期間があれば対象となります。

◇受診先　①出水郡医師会阿久根市民病院

②鹿児島県厚生連健康管理センター（マイクロバスでの無料送迎あり）

◇検診費用

受診先 種　　類 胃検診 補助対象額 市補助金 本人負担額

阿久根市民
病 院

一 般 胃カメラ 39,000円 27,300円 11,700円

厚生連健康
管理センター

一 般 胃 透 視 44,680円 31,200円 13,480円
一 般
＋ 脳 検 査

胃 透 視 59,680円 41,700円 18,380円

女性コース 胃 透 視 50,450円 35,300円 15,150円
女性コース
＋ 脳 検 査

胃 透 視 65,450円 45,800円 19,650円

※厚生連での胃検診は基本「胃透視」ですが、プラス3,000円で「胃カメラ」に変更できます。

◇申込方法

・阿久根市民病院で受診を希望される方は、病院で検診日のご予約をされた後、

生きがい対策課　高齢者対策係（７番窓口）で利用申込をしてください。

※保険証、印鑑（シャチハタ不可）をご持参ください。
・厚生連健康管理センターで受診を希望される方は、農協の各支所で利用申

込をしてください。

※保険証、印鑑（シャチハタ不可）をご持参ください。
なお、市が実施している集団検診を受診された方は、人間ドックの利用は

できませんので、ご了承ください。

※問い合わせ先

生きがい対策課　高齢者対策係

☎０９９６－７３－１２１１（内線１４１４）

人
間
ド
ッ
ク
で

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩

健
康
コ
ー
ナ
ー
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熱
帯
性
の
有
毒
魚
「
ソ
ウ
シ
ハ
ギ
」
が
、

日
本
各
地
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
魚

は
、
フ
グ
毒
の
約
70
倍
も
の
毒
力
（
毒
成
分

パ
リ
ト
キ
シ
ン
）
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
獲
れ
た
際
に
は
、
決
し
て
食
べ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
魚
に
触
れ
る

の
は
大
丈
夫
で
す
。

◇
ソ
ウ
シ
ハ
ギ
の
特
徴

・
フ
グ
目
カ
ワ
ハ
ギ
科
に
属
す
る
ウ
ス
バ
ハ

ギ
に
よ
く
似
て
い
る

・
体
色
は
、
薄
黄
色
く
灰
色
が
か
っ
た
地
に

黒
い
斑
点
と
不
規
則
な
青
色
線
が
散
在
し

て
い
る

・
頭
長
よ
り
も
長
い
、
う
ち
わ
の
様
な
大
き

な
尾
ビ
レ
を
持
っ
て
い
る

※
問
い
合
わ
せ
先
　
水
産
林
務
課
　
水
産
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
６
２
）

有
毒
魚
「
ソ
ウ
シ
ハ
ギ
」
に

ご
注
意
を

　 ら し の 情 報 く s「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです

介
護
ベ
ッ
ド
用
手
す
り
（
サ
イ
ド
レ
ー
ル

な
ど
）
に
よ
る
死
亡
・
重
大
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
危
険
な
部
分
が
あ
る
か
ど
う
か

確
認
し
、
正
し
い
使
い
方
で
未
然
に
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

介
護
ベ
ッ
ド
の
す
き
間
に

ご
注
意
を

◇
日
時
　
１
月
５
日
㈯
　
13
時
〜

◇
会
場
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
対
象
者

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月

１
日
ま
で
の
出
生
者
で
、
阿
久
根
市
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
方
（
12
月
中
に
案
内
状
が

届
き
ま
す
）。
こ
の
ほ
か
、
過
去
に
本
市
に

在
住
経
験
が
あ
り
、
本
市
で
の
成
人
式
出
席

を
希
望
さ
れ
る
方
も
出
席
で
き
ま
す
の
で
、

12
月
27
日
㈭
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
（
市
民
会
館
）

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
０
５
１

成
人
式（
平
成
25
年
）開
催
に

つ
い
て

工
業
統
計
調
査
が
12
月
31
日
を
基
準
日
と

し
て
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を

対
象
と
し
て
お
り
、
調
査
員
証
を
携
帯
し
た

統
計
調
査
員
が
調
査
に
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

企
画
調
整
課
　
統
計
調
査
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
２
３
１
・
１
２
３
２
）

生
け
垣
は
、
身
近
に
あ
る
緑
と
し
て
街
の

景
観
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
生
け
垣
が
歩
道
や
道
路
に
は
み
出

工生
業
統
計
調
査
へ
の

ご
協
力
を

け
垣
が
道
路
に

は
み
出
し
て
い
ま
せ
ん
か

し
て
い
る
と
、
視
界
を
悪
く
し
道
路
の
幅
が

狭
く
な
り
、
車
の
通
行
を
妨
げ
た
り
、
歩
行

者
の
通
行
を
妨
げ
る
な
ど
、
交
通
事
故
の
原

因
に
な
り
か
ね
ず
大
変
危
険
で
す
。

ご
自
宅
に
生
け
垣
が
あ
る
場
合
に
は
、
定

期
的
に
剪
定
し
、
道
路
に
は
み
出
さ
な
い
よ

う
に
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

都
市
建
設
課
　
管
理
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
１
２
１
）

固
定
資
産
税
の
家
屋
は
、
毎
年
１
月
１
日

時
点
で
現
存
し
て
い
る
建
物
に
つ
い
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

税
務
課
固
定
資
産
税
係
で
は
、
平
成
24
年

１
月
２
日
以
降
に
新
築
・
増
築
・
解
体
等
を

し
た
建
物
の
確
認
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
解
体
し
た
建
物
に
つ
い
て
は
、
解
体

（
滅
失
）
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の

届
出
が
な
い
と
現
存
す
る
建
物
と
し
て
誤
っ

て
課
税
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
届
出

が
お
済
み
で
な
い
方
は
税
務
課
固
定
資
産
税

係
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
４
５
・
１
４
４
６
）

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
資
産
台
帳
の
登

新償
築
・
増
築
・
解
体
し
た

建
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か

却
資
産
の
申
告
は

お
早
め
に

録
と
そ
の
価
格
決
定
に
必
要
な
事
項
を
毎

年
、
申
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

平
成
25
年
１
月
31
日(

木)

ま
で
に
税
務
課

固
定
資
産
税
係
ま
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
償
却
資
産
と
は

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営

さ
れ
て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
所

有
し
て
い
る
次
の
も
の
が
該
当
し
ま
す
。

①
構
造
物
　
②
機
械
・
装
置
　
③
船
舶

④
航
空
機
　
⑤
車
両
・
運
搬
具

⑥
工
具
・
器
具
・
備
品
な
ど

※
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
４
５
・
１
４
４
６
）

交通事故無料相談交通事故無料相談
●保険会社の査定
●過失割合
●後遺障害等級

などに
不満の
ある方

⎫｜⎬｜⎭

光和行政書士事務所
阿久根市脇本10368－7
℡（0996）75－1597
http://www.office-kowa.com/

その他、相続･遺言などの
ご相談も承っております。
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　 ら し の 情 報 く s阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） s三笠支所☎0996-75-0002 s大川出張所☎0996-74-0001

阿
久
根
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

成
25
年
度
給
食
用
物
資
の
納
入
を
希
望
さ
れ

る
市
内
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

納
入
を
希
望
さ
れ
る
業
者
の
方
は
、
１
月

７
日
㈪
か
ら
１
月
31
日
㈭
ま
で
の
間
に
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
書
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
準
備

し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
法
人
組
織
に
よ
る

大
規
模
小
売
店
（
通
称
ス
ー
パ
ー
）
は
除
き

ま
す
。

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
７
０
８
１

学
校
給
食
用
物
資
の

納
入
希
望
者
を
公
募
し
ま
す

阿
久
根
市
観
光
案
内
所
で
は
、「
お
れ
ん

じ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
作
品
を
展
示
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
、
道
の
駅
「
阿

久
根
」、
阿
久
根
市
観
光
案
内
所
に
備
え
て

あ
る
、
申
込
書
類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
観
光
案
内
所

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
３
６
４
６

福
島
県
外
へ
の
避
難
者
が
減
少
し
、
福
島

県
へ
の
帰
還
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
福
島
県
外
の
借
上
げ
住
宅
の
新
規
受
付

を
平
成
24
年
12
月
28
日
で
終
了
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
、
福
島
県
外
で
借
上
げ
住
宅

の
支
援
を
受
け
て
い
る
方
へ
の
支
援
は
「
継

続
」
し
ま
す
。

◇
新
規
受
付
を
終
了
す
る
借
上
げ
住
宅

民
間
賃
貸
住
宅
の
ほ
か
、
自
治
体
の
公
営

住
宅
、
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅
、
雇
用
促
進
住

宅
、
国
家
公
務
員
住
宅
等

※
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
避
難
者
支
援
課

☎
０
２
４
（
５
２
３
）
４
１
５
７

☎
０
２
４
（
５
２
１
）
８
３
０
６

お

福

れ
ん
じ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

作
品
展
示
募
集

島
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

県
外
借
上
げ
住
宅
の
新
規
受
付
終
了

12
月
29
日
㈯
か
ら
１
月
３
日
㈭
ま
で
の
年

末
年
始
期
間
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
が
休
み

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
阿
久
根
市
役
所
で
申
請
を
す
る

と
、
受
け
取
り
ま
で
に
10

日
か
か
り
ま
す
。

年
末
年
始
に
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
な
方
は
、

早
め
の
申
請
と
受
取
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課
　
住
民
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
４
２
１
・
１
４
２
２
）

年
末
年
始
の

パ
ス
ポ
ー
ト
業
務

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成
25
年
度

の
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
作
成

す
る
た
め
、
１
月
１
日
現
在
で
そ
の
資
格
を

調
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
12
月
中
旬
ご
ろ
、
戸
別
に

申
請
書
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
選
挙
人
名
簿

の
登
載
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

登
載
申
請
に
つ
い
て

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
区
長
を
通
じ
て
提
出
さ
れ
る
場
合

１
月
８
日
㈫
ま
で
に
区
長
へ

・
直
接
提
出
さ
れ
る
場
合

１
月
10
日
㈭
ま
で
に

農
業
委
員
会
事
務
局
へ

※
問
い
合
わ
せ
先

・
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
２
５
１
）

・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
１
１

（
内
線
１
３
４
１
）

◇
寄
　
贈

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
９
台
、
炊
飯
鍋
１
個

11
月
13
日
、
一
般
社
団
法
人
鹿
児
島
県
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
協
会
よ
り
「
食
育
の
推
進
の
一
助
と

な
る
よ
う
、
阿
久
根
小
学
校
の
家
庭
科
室
で

行
わ
れ
て
い
る
調
理
実
習
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
、
市
へ
最
新
式
の
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
コ

ン
ロ
９
台
、
炊
飯
鍋
１
個
を
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

行政書士事務所てらち

宅配水と言えば「アクアクララ」

　おいしいお水の

　　　申込書は以下の協力店でZ

・㈲てらち（大川）・中村豆腐店（大川）・㈲山七水産（牛之浜）

・知識自動車（山下）・下薗興業㈱（赤瀬川）・麺屋しげぞう（赤瀬川）　

・ブーランジェリーサンセリテ（赤瀬川）　・㈱古賀建設（折口）

・ネッツトヨタ南九州㈱川内店（薩摩川内市）

ﾓｰﾆﾝｸ（゙8時～11時）･ランチ（11時～14時）

喫茶

みんなの部屋みんなの部屋
へ　　　やへ　　　や

ﾓｰﾆﾝｸﾞｾｯﾄ　　　450円
ﾗﾝﾁ（ｺｰﾋｰｾｯﾄ）600円

展示ｺｰﾅｰでは水耕栽培と絵画の展示販売
ｼ ｮ゙ｲﾌﾙ阿久根店より南へ100ｍ　☎６４－６２８８
営業時間AM8時～PM7時（阿久根市塩鶴町1-89）

阿久根小学校で行われた寄贈式
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図書館へ行こうY
　図書館に無い本は？
市立図書館に無い本でも、県
立図書館や他の図書館に照会
し、相互貸借という手続きによ
り借り受けてご提供ができま
す。お気軽にお問い合わせくだ
さい。なお、12月28日は館内整
理のため、臨時に休館します。

　新刊案内
・『月の輪草子』	 瀬戸内　寂聴（著）

月の輪の庵で、90を迎える清少納
言は人生を振り返る。心の内に甦る
のは、幼い頃に死んだ母のことばと、
お仕えした中宮定子のお姿だった。
華やかな宮中を生きた女性の人生を
描き、「枕草子」の創作秘話に迫る
小説。

・『ぬけまいる』	 朝井　まかて（著）
若い頃は「馬喰町の猪鹿蝶」で鳴
らした江戸女３人組が、それぞれの
鬱屈を胸に、仕事も家庭も捨ておい
て、お伊勢詣りに繰り出した。かし
ましい道中は波乱の連続で…;

市立図書館　☎0996－72－0607

開 館 時 間　９時～19時

　図書館の催し
※参加料は無料。お気軽にどうぞご参加ください。
・１/５㈯　14時～
映画会
・１/12㈯　14時～
バンビ教室（読み聞かせ）
・１/19㈯　14時～
手作り教室

・『国を蹴った男』	 伊東　潤（著）
不条理な世を渡る武器は、気骨と
果断。利に生きるか、義に死すか。
敗れざる者たちの戦いがここにあ
る。天下に手を伸ばした英雄たちの
下で、それぞれ正念場を迎える男た
ちを描く戦国小説集。

・『なないろのプレゼント』	石津　ちひろ（作）
松成　真理子（絵）

にじいろマフラーは、ななちゃん
の大事な宝物。ところが、あんまり
急いで走ったからか、気づくとなな
ちゃんの首からマフラーが消えてい
ました。おばあちゃんと一緒に、マ
フラーを探しに行くと…。

市立図書館

手作り教室

第50回技能五輪全国大会　石工部門

本翔平さん（ときよし石材）が優勝
10月26日～29日に長野県で行われた、技能

五輪全国大会の石工部門で本翔平さんが優勝

し、来年ドイツで開催される技能五輪国際大

会（国際技能競技大会）に日本代表として出場

します（世界大会は43職種で58か国、約1,000
人が参加し、各国代表で一職種に１名または

１組しか参加することができない狭き門）。

本さんは「もっと腕を磨いて家業を継ぎ、
家族やお世話になった方々に恩返しができる
よう精進したい」と話していました。

フラダンス世界大会　ワヒネ部門
牛之濵朗子さん（上野区）のチーム第３位

11月１日～３日にハワイ島で行われたフラダン
ス世界大会のワヒネ部門で、牛之濵朗子さんが

日本代表としてK H A K
ケ

e A
ア ラ

la O
オ

 K
カ

a M
モ キ ハ ナ

okihana
チームで出場し、３位に入賞しました。
牛之濵さんは、九州ハワイアン協会（会員

数21,000人）の指導員で、宮崎県のインスト
ラクターの指導をされており、昨年の日本大
会の55歳以上の部門で同会員の方々をソロ部
門で２位、今年の団体部門で２位に導くなど
活躍されています。「フラの楽しみをたくさ
んの人に知ってもらうため、がんばりたい」
と話してくださいました。

全国大会で優勝された本翔平さん
（右から２人目）とご家族の皆さま

フラダンス世界大会で三位に入賞された
牛之濵朗子さん（前列左から2人目）のチーム
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阿 久 根 短 歌 会阿 久 根 短 歌 会
※送り仮名は歴史的仮名使いを使用しています。

か
か
る
身
は
墓
参
か
な
は
ず
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彼
岸
に
仏
壇
に
供
ふ
菊
の
一ひ

と

本も
と 

白
濵
　
ノ
ブ

阿
久
根
弁
い
づ
く
に
お
き
し
か
久
々
の
息
子
の
電
話
敬
語
の
多
き 

亀
澤
　
笑
子

一
輪
車
に
コ
ン
テ
ナ
二
箱
い
も
を
積
み
段
差
の
多
き
小
径
を
く
だ
る 

有
田
イ
チ
エ

動
か
ざ
る
秋
風
の
な
か
佇
め
ば
伊
勢
神
宮
の
森
の
静
け
さ 

佐
潟
　
俊
子

離
れ
住
む
子
ら
を
照
ら
す
か
月
あ
か
り
ひ
と
り
庭
に
て
名
月
仰
ぐ 

野
村
　
克
江

特
攻
花
と
知
り
改
め
て
庭
に
見
る
花
う
ら
悲
し
風
に
吹
か
る
る 

木
場
　
克
子

木
の
札
に
歌
一
首
書
き
海
に
流
す
い
づ
こ
の
国
の
岸
に
届
く
や 

川
畑
　
ス
ミ

常
に
な
く
枝
も
撓た
わ

み
て
萩
の
花
こ
よ
な
く
眺
め
逝
く
秋
惜
し
む 

遠
矢
　
　
律

還
暦
を
む
か
ふ
る
こ
と
な
く
逝
き
し
友
　
人
ご
み
の
な
か
似
る
声
さ
が
す 

飛
松
　
保
子

明
星
と
下
弦
の
月
は
寄
り
添
ひ
て
ま
だ
覚
め
や
ら
ぬ
山
里
照
ら
す 

別
府
　
義
明

「
高
之
口
の
道
路
脇
に
、
ど
根
性
の

ツ
ワ
ブ
キ
の
花
が
咲
い
ち
ょ
っ
ど
」

と
は
、
同
区
在
住
の
方
か
ら
の
取
材

情
報
で
す
。

　
ど
根
性
と
い
え
ば
、
兵
庫
県
の
大

根
が
有
名
で
す
が
、
堅
い
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
す
き
間
か
ら
、
市
の
花
ツ
ワ

ブ
キ
の
可
憐
な
姿
に
、
思
わ
ず
じ
っ

と
見
惚
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
偶
然
、

自
分
と
同
じ
く
ど
根
性
の
香
り
に
誘

わ
れ
た
小
さ
な
来
客
も
訪
れ
、
心
が

和
ん
だ
ひ
と
時
で
し
た
。 
（
寺
園
）

人のうごき
11月30日現在

（　）は前月比

人　口
22,991人
（−7人）

男
10,771人
（−2人）

女
12,220人
（−5人）

世帯数
10,594世帯
（−5世帯）

出 生	 7人
死 亡	 22人
転 入	 37人
転 出	 29人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

お
く
や
み
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敬
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略

ご
め
い
福
をお祈

り
い
た
し
ま
す
。
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弘
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）
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弘
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）
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）
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カ
91
（
倉
　
津
）
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花
木
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ミ
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（
仲
仁
田
）
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見

濵
田
　
健
次
77
（
波
　
留
）
一
　
也

花
田
　
熊
榮
89
（
的
　
場
）
キ
　
ミ

川
俣
　
正
雄
79
（
槝
之
浦
西
）
ア
キ
ヨ

溝
上
　
守
　
79
（
横
　
手
）
幸
　
喜

赤
﨑
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ヅ
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（
高
之
口
）
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健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

阿久根走ろう会の方々が、５年前からボンタンロードレー
スのコースを「ただ走るだけでなく足元からきれいにしよう」
ということで、５月と11月の年２回、ゴミ清掃活動を行って
います。今回で８回目。同会会長の大曲覃さんは「最近、心
ないポイ捨てが目立ち、マナーの悪さが感じられる。一人ひ
とりが心がけてほしいものです」と話してくださいました。

ボンタンロードレースのコースなどの
ゴミ清掃を行った阿久根走ろう会の皆さん

阿久根を

『清掃』致し候。

其の拾弐
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た
だ
今
青
春
！

た
だ
今
青
春
！

児こ

玉だ
ま

　
み
す
み
　

さ
ん
™2

◇趣味は何ですか・・・
絵を描くことと買い物に行くこと。

◇性格は・・・
のんびり屋。いつも周りに支えてもらっ
ています。辛いことがあっても、ポジティ
ブに考えようと努力しています。

◇今一番興味のあること
スキーやスケートなど、冬のスポーツに 
取り組んでみたいです。

◇阿久根についてひと言・・・
自然が豊かで、食べ物もおいしい阿久根に
もっとたくさんの人が足を運んでくれた
らいいなと思います。

90℃近くのお湯が出るので、

　　　便利で美味しい

※25ページに協力店掲載Y

赤ちゃんのミルク作り

コーヒー・緑茶はもちろん

焼酎のお湯割りにも

おいしくて、便利Y

年中無休

２４時間受付
お電話ください

　　ご相談承ります

ルミエールあくね

０９９６－６４－６４４４

ルミエールみかさ

０９９６－６４－３４４４

愛とまごころ
　　感動の人柄葬

各宗派、家族葬・個人葬から団体・社葬まで

ご相談に応じます。

家族のようなあたたかさやぬくもりを忘れず、

大切な人とのお別れにふさわしい、人柄を偲ぶ

ご葬儀をお手伝いいたします。

ＪＡ鹿児島いずみ

　年金友の会員　共済加入者

　祭壇料より最大15％値引

私たち『阿久根Ｊ.Ｖ.Ｃ』の基本方針は、①団体行動
の取れる礼儀正しい子どもの育成②最後まであきらめな
い精神の育成③仲間、両親、学校、地域の人たちに感謝
する気持ちの育成④生涯スポーツとしてのバレーボール
の基礎の習得をめざし、大きな夢に向かって練習に励ん
でいます。現在、団員14名で、2020年に開催される鹿
児島国体をめざし、市内の全小学校から団員を募集中で
す。入団希望者は保護者同伴で、ぜひ見学にお越しくだ
さい。

【活動日時】週３回（火・水・金）
午後５時～午後７時30分

【活動場所】阿久根小学校体育館

『阿久根Ｊ.Ｖ.Ｃ』
サークル紹介

く
ぁ
か
ら
ん
じ
ょ
ふ
る
さ
と
市
生
産
者
よ

り
「
被
災
さ
れ
た
南
相
馬
市
へ
自
分
た
ち
で

作
っ
た
も
ち
米
を
提
供
し
た
い
」と
の
こ
と
で
、

も
ち
米
５
俵
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
た
た

か
い
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

くぁからんじょふるさと市生産者の
皆さん

南
相
馬
市
へ
「
も
ち
米
５
俵
」


